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 「男は身長百七十㎝以下人権ない笑」 
「体重五十㎏以上の女は人権ないだろ笑」 
動画投稿サイトのコメント欄にあったこの発言が私の目に留まった。その内容

を批判するコメントもあったが、それに賛同するようなコメントも多数。また、

その基準となる身長は百七十㎝か百八十㎝か、体重は四十㎏か五十㎏か、そんな

議論も見られた。それを見て私はとても不快な気持ちになり、違和感を覚えた。

そして友達との会話の中でも、これと同じような内容の話が出てきて動揺した。

身長を伸ばせば、ダイエットが成功すれば、人権は獲得できるものなのか。人権

は生まれながら誰しも与えられているものであるはずだ。 
 「人権ない」そのたったの四文字が私の目に留まった。このコメントの投稿者

は、軽々しくこの言葉をスマートフォンに打ち、投稿のボタンを押したのだろ

う。しかし、そのたったの四文字が、受け手にどれだけ恐怖を与え、人格をどれ

だけ否定する言葉なのかということは全く考えていなかったのだと思う。イン

ターネットが普及した現在、誰でも動画や写真を投稿したり、閲覧したりして、

それにコメントを書き込むことが容易にできるようになった。相手の顔が見え

ない匿名だからこそなんでも言うことができるが、言っていいこと、悪いことの

善悪の判断を誤ってしまうとこんなにも無責任なことを発信してしまう。                         

それによって、傷つけられてしまう人がいるということは、便利さの代償であ

る。 
 「人権がない」とはどういうことなのか。私は公民の教科書を繰りながら考え

てみた。人権とは、他の誰にも侵すことのできないすべての人が生まれながらに

持つ、自分らしく自由に生きていく権利だ。これを否定するということは、その

人の存在自体を否定することに値する。しかもそれを人間の容姿のみで否定す

ることは絶対にあってはならない。ましてや匿名かつ集団で、一人の人間をイン

ターネット上で言葉の攻撃をすることはどれだけ人間を追い詰めてしまうこと

なのか。「人権」という言葉をまるでジョークのように使うことは言葉の重みを

知らない無知の塊だ。 
 人間が幸福に自由に生きる権利を阻害するのはこの「人権ない」という発言の

みではない。それは、普段の学校生活の中でも耳にすることがある「死ね」「キ



モい」などの様々な暴言だ。そんな言葉を実は私も使ってしまったことがある。

その言葉を口にしたとき、悪気は全くなく軽率だった。それは、これらの発言を

してしまったことのある他の人も同じだと思う。しかし、それは人を傷つける 
行為であり、悪気がなくても絶対に言ってはいけない。このような発言をしてし

まった私は自分を恥ずかしく思い、過去の発言を深く反省した。最近、インター

ネット上でも日常生活の中でもこれらの発言を度々見聞きするようになった。

それは人々の発想力の欠如と語彙の不足が原因だと私は感じた。発想力が欠落

していれば、その発言をしたときに相手はどんな感情を抱くか、そしてそれは 
その人にとってプラスな感情なのかマイナスな感情なのかということを予測す

ることができない。語彙が不足していれば、自分の気持ちをうまく言葉で表現す

ることができず、簡単なこれらの省略した言いやすい言葉で済ませてしまう。現

代の人々には、相手の気持ちを推測する想像力と自己を表現するボキャブラリ

ーの豊かさが必要なのだと思う。 
 「みんな違ってみんないい。」 
この言葉を幼い頃から何度も両親や祖父母から聞いて育ってきた。体の大きな

人もいれば小さな人もいる。目の色が黒い人もいれば青い人もいる。それはとて

も素敵なことだと思う。それらの違いがあっても人間としての価値が変わるこ

とはない。だから自分と容姿や考え方が違っても絶対に相手の存在を否定する

ような発言や行為は決して許されない。そのような違いを認め合い、グローバル

な視点を持つことで世界中のすべての人が幸福に自分らしく生きていくための

人権を行使することができるようになると思う。 
 この夏、世界中が熱狂したパリオリンピック・パラリンピック。肌や目の色、

国籍、宗教が違ってもスポーツに熱中し、勝ち負けさえも超越して互いに称え、

認め合う選手らの姿を見て、私は心が震えた。人間の本質はこうであるはずだ、

と気づかされた。 
 スマートフォンを持つ人が増え、誰でも簡単に発信できる素晴らしい時代。し

かし、発信するものに私たちは細心の注意を払い、責任を持たなくてはいけな

い。その投稿、書き込みによって誰かの名誉や心身を傷つけてしまうことはない

か、一度立ち止まることが必要なのだろう。この地球に誕生したすべての人は、

それぞれかけがえのない人間としての価値、そして存在意義を必ず持っている。

だから私も発想力と語彙を肥やしていきたい。その先にある、人々が多種多様に

認め合い、幸せな暮らしを営める優しい世界を追い求めて。 


